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数値予報セミナー＊

藤 原 滋 水＊＊

　昨年11月17日から12月14日にかけてモスクワのWMC（世界気…象セソター）でWMO主催の数値

予報セミナーが開かれた．数値予報として初めての国際セミナーで，今回はヨー・ッパ地区の国々を対

…象としたものであった．従って参加者は西欧13名，東欧12名，ソ連14名，アジア3名．中近東3名，ア

フリカ及び南米それぞれ1名づつ計47名であり，講師はソ連が8名，その他が5名であった．日本から

は次期の数値予報セミナーを目本で引受けるかどうかという含みもあって，1名だけ参加することとな

った．セミナーは約1ケ月続いたので，その間に各国の数値予報ルーチソ，ソ連の数値予報業務，それ

に往復共経由したパキスタソでの予報業務等を見聞した．合せて報告したい．
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　　　　　　写真1．数値予報セミナー（モスクワのWMCにて）

　1．セミナーの内容

　CAe／CSMの作業委員会でセミナーの講義内容はある

程度決められていた．従って数値予報の基礎とその歴史

とを大学院学生に話すという型式がとられた．Thomp－

son＊1）の講義は一般数値予報論で，基礎方程式，座標変

換，圧縮波，重力波，・スビー波等の特性及びその差分

法，相当順圧モデル，緩和法，傾圧モデル，ω方程式及

びフィルターの意味，それにノイマソの計算安定度等を

18時間か・って話した．この基礎講義中，特に参考にな

るような新らしい発想，及び解釈等は見掛けなかった．

この講義終了後，彼は次の3つの話題を特に最近のトピ

＊Regional　Training　Seminar　on　Numerical

　Weather　Prediction
＊＊S・Fujiwara，気象庁予報部

＊1）米，NCAR研究所副所長
＊2）スウェーデン，ストックホルム大学，セミナ
　　ー企画者

＊3）西独，オツフェソバッハ独逸気象局
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ックとして紹介した．第1は・レソツや日本では相原さ

んが行なつているような方法で，今初期値に3つの特定

な波で構成した場を与えると，非線型項からは新らしい

波が生じないような状態になる．その場合は論理解析的

に解を求めることが楽にできて，従ってモデルの特性を

探る上に都合よい．第2はノールウエイの人々が推進し

ているラグラソジュアソの紹介である．保存系を考え，

格子点の値はそれぞれどの点から流れて来たかを内挿し

ていく方法である．第3は時間平均をとった図が本質的

に何を表現しているのかという質間に答えるため，すべ

てを時間平均の眼で見た時に方程式系がどうなるかとい

う話である．D66s＊2）の講義は客観解析の方法の紹介．

最小自乗法で膜面の方程式を作るというポリオミアルの

方法と，彼自身も開発したCorrection法つまり予報値

を基礎とし，それを観測値で修正して行く方法とを説明

した．さらに数値予報の最も基礎である相当順圧モデル

を6時間講義をし，最後にルーチソ予報として，スウエ

ーデγのルーチソ予報の説明を2時間行なった．Hin・
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kelmann＊3）は得意とするプリミティブ方程式の取扱い

について，非常に丁寧に説明した．まづバラソスのよい

状態から出発させるための，特別な初期値の作り方，地

形に密着した気圧座標として6座標系の取り方，その

物理的意義，境界条件，格子点の与え方，差分式の作り

方，境界値の与え方，垂直方向の差分式の組み立て法，

種々の座標系のプリミテイブ等，そして最後に実例を少

し示した．これが9時間で，解析の前に行なう気象電報

の解読についての講義を8時間行なった．後者の仕事は

各数値予報セソターで実施されているけれど，まとまっ

た報告が非常に少なく，彼の講義はその点でかなりよく

まとめたものといえよう．

　Knighting＊1）は準地衡風近似の傾圧モデルについて，

いろいろのモデルの例を15時間にわたって説明した．ま

づ一番簡単な2層モデル，Sawyer＆Bushbyの2パラ

メーターモデル，投影図をかえた場合，3パラメーター

モデルについて，その差分の取扱いについて，地形効果

の入れ方について等多くの応用問題を説明した．Shu－

man＊2）は彼が計画してルーチンにのせているプリミテイ

ブモデルについて，3っ程の注意を述べた．第1のは重

力波を含むような一一次元の最も簡単なモデルを設定し，

それで差分の取り方についてテストを行なったものであ

る．4っの方式を実際に走らせて見て，その全エネルギー

と運動エネルギーの時間変化，ポテンシヤル・エルギーと

運動エネルギーの時間変化等を比較し，どれが非線型計

算不安定を生じないで，もっともな変化を示すかを述べ

ている．結論は彼の提案したモデルが，Smagorinskyや

荒川のモデルよりど安定であるということであるけれ，

各差分方程式の組立てがやって見て直して行くというの

かどうか，はっきりとした物理根拠が充分に示されてい

ない点，どうも言う通りを信じるわけにはいかない．

　第2は赤道付近をメルカトールで投影し，バ・ト・ピ

ック予報をプリミティブで行なった結果である．途中の

平滑なしで100日走らせ，彼の計算スキムの安定性を示

した．第3は地衡風近似の移流項（ヤコービアソ）の計

算の時，差分方程式のために生ずる切断誤差が，位相の

＊1）英，バークシァ気象台，

＊2）米，ワシントソNMC所長
＊3）仏，パリ気i象台

＊4）チェコ，プラハ気象局

＊5）WMCの計算機主任
＊6）WMCの電子計算ルーチソ課長
＊7）レニソグラード気象単科大学教授

＊8）WMCの気候課長
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遅れや示度の平滑化をもたらすので，その精度を高める

手段として，まわりの格子点にある重みをつけたものを

用いるとよいという．実例を見ると流れの早い所での

位相速度はかなりよくなっている．以上が予定された招

待講師だったが，その他特別講演としてDady＊3）は北

半球パ・ト・ピック予報を級数展開で実施した実例につ

いて述べ，Skoda＊4）は客観解析の中の積み上げ方式を

行った実例について述べ，著者が日本の数値予報と題し

て，集誌にのった「熱を含んだ準地衡風近似モデルによ

る72時間バ・クリニック予報」を紹介した．

　主催国ソ連側の講義を次に述べよう．Semendjaev＊5）

は電子計算機の一般的性質とプ・グラミソグの原理とい

う話をした．Belousov＊6）は計算機のプ・グラムというも

のを実例で説明し，客観解析の中のデーター処理，デー

ターチェックについて述べた．さらに彼は現在モスクワ

で毎日ルーチンで流している3層の準地衡風モデルにつ

いて詳しく説明した．Gandin7）はソ連の開発した客観

解析にっいて説明した．この仕事は彼を中心として，そ

の他10人程の学者も加わり，最近5ケ年間に発展して来

たものである．従来の客観解析が「主観解析を何とか機

械化して見たら」という立場を採っていたのに対し，この

考え方は「解析とは何か」という根本理念から出発して

いる．つまり解析とはある場所の気象要素の値を求める

のに，そのまわりの正しい観測値から推定するのである

が，その推定のやりは推定値と真の値との間の誤差が最

小になるように推定しようという最小自乗法に基く．そ

してその解析誤差（推定誤差）は観測器の持つ観測誤差

より小さくしても意味がないし，また解析誤差はその観

測値の分散以上に大きくなっても解析する意味がない．

こうして内挿のための重みは各点間の相関係数の行列に

よって表現されることになる．最後の結果だけ見ると，

従来は重みが観測点と内挿される点との距離だけの函数

とされてた（なぜそうしたかという必然性は何もなかっ

た）が，これによると観測点の分布状態によって重みは

変動するという点だけの相違である．けれども，その

基礎がしっかりしているので，ソ連の手法の方が解析の

本道であり，将来発展する可能性を数多く含んでいる．

（なおこの講義の詳訳は電計室発行のOMEGAに）

Yudin＊8）は今までに数値予報の歴史の中で数多くの統

計的手法が使用されて来た事実を述べ，将来共この手法

がもっと導入されるべきであるという話をした．彼の言

う統計とは乱流理論や客観解析で利用されているもので

あって，日本でよく使用される平均値とか，実験式とか

、天気”13．8．
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ではない・最後にRukhovetsの統計を利用した数値予

報を紹介したので，それを簡単に紹介しよう．2パラ

メーター準地衡風近似のモデルを使うことにしよう．こ

の方程式群にカノニカルベクトルζゴ（ゴ＝1，2）を乗ずるこ

とにより主軸を変換し，それぞれ1inearな方程式に変

へられよう．こうして新しい場晦＊（匂，6）についてそ

れぞれ計算し後で再び合成する．それだけなら結果は全

く同じことになるのだが，線型方程式は互の交換がない

ことを利用して気候的平均値を抜いた変動量だけの場を

与えることができる．そうすると計算誤差が異常に少く

なって，実例の結果では普通のSawer－Bushbyモデル

で0・4V～0・46V（Vは一般の変動量）という誤差が，

この手法によると0．05V～0．14Vになるということを

示してし・た．

　Sadokov＊1）はKibe1＊2）（1940）の仕事の紹介，づま

り地衡風近似傾圧モデルを説明した．スケールの理論，

フィルターの意義等もここで説明した．最後に摩擦の坤

え方，山の影響の入れ方，Phillipsの提案したζ系（鉛

直方向の座標系をPのかわりにζをして，地表面で

（ζニ1）P＝po（ζ＝0）P＝oとするもの）の説明を行なっ

た．それに非断熱の熱の与え方として，主に顕熱につい

て話した．

　Burtsev＊3）は非地衡風という題目で，ω方程式の説

明をし・その付録としてラグラソジュアン方式の解説を

し・オイラー方式より精度がいくらかよいことを実例で

示した・さらに雲の予報という題で，水蒸気予報式の導入

の話をし，水蒸気，温位，運動量等の保存量の関係を利

用し，ラグラソジュアン方式で雲の予報を行なってみた

結果を示した．勿論，乾燥断熱で求めた上昇流に水蒸気

を結びつけているので，1atent　heatの考えはその意味

では全く入っていない．同様の試みは日本でも斉藤，大

河内等によって既に実施されているが，乾燥断熱仮定で

うまく場が予報された場合は，非常によい結果を示し，

場の予報が悪ければ全く話にならなくなる．雨量で比較

せずに，上層雲分布，中層雲分布等の雲の分布として比

較しているのが目新らしい．

　Bykov＊4）は短期予報をプリミティブで解く方式とい

う主題で・モスクワの研究者連の最近の仕事を紹介した．

＊1）WMCの長官移書課長

＊2）WMCの短期予報課長

＊3）WMCの人工衛星課長
＊4）WMCの短期予報課
＊5）ノボシビルスクシベリヤ開発研究所

1966年8月
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第1はプリミティブ方程式群でも短期予報の場合は第1

近似として準地衡風近似という関係が非常に高い精度で

成立しているという話をKibe1の手法で説明した．第

2は2層プリミティブの計算方式について．彼等は1960

年に初めて研究を開始し，ぢ2年までが計算式の検討，62

年末に計算機にのせられ，その後地形を含めて64年から

は週2回実際の資料でテストを行なっている．垂直軸と

してはPhillipsの6座標を採用し，2層モデルとしては

Eliassenと同じ方式になっている．問題はこれら方程式

群を積分する所にある．渦度方程式とbalanceの式と

を作り，方程式の形をPoisson型，Helmholz形にし

てそれをGreen　functionで積分するというやり方をす

る・つまリバラソスプリミティブで．また時間積分の方

式がソ連流のimPlicit　methodを用いている．第3は3

層プリミティブモデルの話．増えた層は地表面である．

このモデルでは非断熱効果を特に入れてはいない．マサ

ツも同様導入していない．

　こうした方程式群の解き方としては主軸を変換して数

多くの線型方程式群に変え，1つ1つの式はなるべく簡

単な形にして解くという考え方によっている．第4はそ

のためのルーチン作業の話．格子間隔300km，格子は

22×26で5層の客観解析をす為所から初まる．データー

処理がまだうまく行かないため，パンチをして計算機に

入れる・このモデルの初期値を与えるには，当然地形が

必要となるので，一一般の客観解析とは別な手法で実施し

ている・さてそれらの予報結果について，今の所では地

衡風モデルと大差がない．地上のプ・グノにいたっては

予報官の画いたものよりはるかに悪いというおまけまで

述べている．第5は上述の客観解析手法の話である．地

表面（1・000mb）の高度をポリノミアルで求める．2次

曲面を考へ，最小自乗法で係数を決める．地表ができる

と，シックネスをbilinearの仮定で，やはり同様な手法

で解析する・以下同様に積み上げを行なって各層の値を

決定する．増田，荒川の客観解析とよく似ているが，予

報値を利用しない点と修正手法でなくポリノミアルで内

挿をする点とが違っている．しかし解析手法として特に

参考にしたいものはないように思った．

　Marchuk＊5）は今までの数値予報の発展の歴史がパ・

トロピック・バロクリニック，プリミティブというように

それぞれが独立した物理的背景を持っているように見ら

れ勝ちであるのを，今一一度統一して解釈し直そうという

のだそうである．複雑な計算式を取扱う場合計算機で効

果的に実施できるよう，基本的な算式の組合せに変換し

鋪
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て行くという原理の開発を行なう．分配原則の方法に基

いてやる．予報の間題も一般化して，たんに方程式の解

を得るという立場で，基本的算式の形で表現される．つ

まり大切な点は数学上の間題の応用だとして万事機械的

に扱かうという、点、にある．その場合，より複雑な間題と

いうのは算式をまたもや作り直すのではなくて，唯単に

新たな基礎算式のいくつかを今まであった一般の計算方

式の中に加へてやれば済むということになるわけだ．こ

の考えはある気象の問題をとく際，その算式（方程式

群）が自働的にでき上るようにすることにある．その場

合メソから超長波までの種々のスケールの場のいづれを

も表現できるような多目的算式で構成されなければなら

ない．と同時に本質的なものが充分精度を保ち，本質的

でないものがとり除かれるように差分形式が採られねば

ならない．以上が彼のまえおきであるけれど，その詳し

い内容については残念ながら充分理解できなかった．数

学に自信のある人で読んでみたいという希望者を探して

いる．

　2．　各国の数値予報とそのルーチン

　チェコはソ連を除いた東欧諸国の中で，数値予報の研

究が最も進んでいる．このセミナーには3名参加したが，

その中のSkodaは中心的人物である．彼等のルーチソ

の予報は未だ実施していないが，週2回3層の地衡風近

似傾圧モデルを走らせてテストを行なっている．現在

ADPが完成していないので，ルーチソはやっていない

が，近い将来には気象局にも計算機を置いてやる積りと

のことである．未だ若い研究者ばかりで，5～6名が中

心になっている．ADPはやはリソ連式のを導入してい

た．長期予報はCechovaという若い女性研究者で，幼

児を国に置いて，1ケ月もセミナーにでる点は共産圏ら

しい．

　その他では東独，Hungary，Rumania，Polandがソ

連の指導の下に研究者層の養成を行なっている．Yugo－

slavia，Bulgariaなどでは他国のプ・グノを利用したい

という程度で，数値予報研究者の芽はまだないようだ．

　ソ連では研究者の層の厚さに驚いた．その中心はモス

クワのWMC＊1）で約70名の力学関係の研究者がいる．

そこにはKibelをはじめとしてセミナーの講師に選ば

れた人々がおり．第2の中心はノボシビルスクでMar一

chuk，Kurbatkin等のKibe1門下の若手を中心に20名

程集めている．その他各地の大学及び研究機関を含めて

約30名位かと思う．やはり米国に次ぐ研究者層を持って

いる．ソ連の研究の顕著な傾向は他国の研究と類似した

ものとか，それの拡張とかいう仕事は殆どなく，自国で

やり出した方法を多勢で協力して発展させる．その時に

他国の研究思想も，遅れないよう取り入れて行くという

方向にあるようだ．大別してObjective　Analysis，Ba－

1anced　Primitive，それにルーチソ予報の3つに別れ，

驚く程多量の自国語で書いた論文がでていた．永年の学

問的封鎖のため，英語で書かれた他国の論文を読むのが

不得意と見えたが，反面研究者同士の協力態制は非常に

よいように思えた．数学に熟達した人が非常に多く，例

えば荒川さんの計算スキムについても，その十分条件の

証明はどうやったか等という質間が直ぐでる．積分には

Green　functionを常に使用し，方程式群はカノニカル

変換をして取扱うという態度をすべての人が守っている

のに驚く外はない．ObjectiveAnalysisにしても，例

の乱流理論一統計理論一〇ptimum　Interpolationとい

う関連性に気がつくだろう．ソ連の研究はどちらかとい

うと哲学論理的なものが多くて，実際性に欠けていると

いう一面は確かに持っているけれど，数学的な厳密さに

支えられているために，将来の発展を秘めている点，注

目せねばならないだろう．電子計算機はモスクワにM20

いう真空管計算機があり，2address，core4K，MT4

つ，それにDrawing　Machineが1つ付いている．こ

れで主としてルーチソを行なっている．IBM704に対

比できる程度だが，入出力が弱い．他にはノボシビルス

クにMintuku2というトラソジスター計算機が気象開

発用に使用されている＊2）．1967年にBECM6というト

ラソジスター計算機を開発する予定で，coreはBank

systemで4K－131K　single　address，variable　word

＊1）World　Meteorological　Center

＊2）タシケソトにもルーチソ用小型機があり，狭い

　範囲の予報を行なっている．以上2つ共M20
　　と同程度の性能を持つ．
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写真2・MMCのM20電子計算機の一部

、天気”13．8．



数値予報セミナー

1ength，多重処理をするIBM360程度のものを目標に

しているとのことであった．目下ハード及びソフト共に

多数の他の部門の科学者が，それを作るために協力して

いてくれているという話を多くの人から聞いた．ソ連の

ルーチン予報は毎月2回の850mb，500mb，300mbの3

層傾圧モデル準地衡風近似が主体である．範囲は米国東

海岸から沿海州の辺まで約1／2北半球を含む．熱源とし

てはブリノーバ等が開発した地面からの熱伝達だけが入

っていて，他は何も入っていない．摩擦も勿論入ってい

写真5・WMCでの予報作業

ない．水平方向の境界条件として，風上側は日本の4層

モデルと同じ，風下流のψ及びζは領域内側からの単

純外挿をし，コリオリスパラメーター∫を一定にしてい

る．その表現は日本と同じ5点法，空間積分はグリーソ

函数を使用している．日本の予報によく現れるたれ下が

り現象はあまり見かけない．それは全境界で∫を一定に

しているからだと思う．冬期風速が早くなると風下側の

境界から計算不安定が生ずる点は日本と同様である．境

界の所の差分の取り方をより高次まで取るように工夫す

れば取除き得るだろうと彼等は言う．より広範囲の格子

点を取ることで解決しようとする日本の考え方と本質的

には似ている．モスクワではこの31×21の広囲で予報を

するが，タシケソトでも同じモデルを20×16の狭い範囲

で局地予報図を作っている．ノボシビルスクでは20×16

の5層準地衡風モデルを作り，毎日地上の24時間予報図

を出して，テストをしている．モスクワでも週2回前述

のバラソスプリミティブを走らせてテストを行なってい

る．これらのテストは勿論，将来のルーチソ化のための

開発である．2度程，暇を見つけて予報の会報を覗いて

見た．週日の昼前の30分程度をあてているらしい．予報

＊1）Swedish　Meteorological　and　Hydrological

　Institute

285

1966年8月

官及び補助者は全部女性で，課長だだけが男性であっ

た．主任当番者だけが一人で説明する．現況説明とし

て，地上，850mb，700mb，500mb，300mb，主として

垂直構造の説明．それにプ・グノは地上だけを説明す

る．以上の説明の補足証拠として，他の偏差図とか，上

層プ・グノとかを持ってくることもあるが，普通はしな

い．海の影響が少くないためか，予報は日本よりはるか

に容易であるとの印象を受けた．

　スウエーデソではSMHI＊1）という研究所にSAABの

D21という計算機を設置し，1日1回のルーチソプ・

グノを出している．32KのCoreを持ち，6つのMT

を持っている．印刷機は1分間に千行の速度である．以

上は1964年末に設置され，1966年2月頃から，計画され

た3つのルーチソが走り出した模様である．計算機の能

力は計算速度から見てもIBM7090と略同程度と判断

される．第1のルーチソは589の格子点を使用し，狭い

範囲で，5層のADP及び客観解析を行なう，次にそれ

から地衡風近似の2パラメーターモデルを走らせ24時間

予報の高度と温度とを出している．次に，より広い範囲の

データーを加えて，さきに求めた狭い範囲を基準として

1856格子の3層（300mb，500mb，850mb）のADP及び

客観解析をする．これを初期値として，第2のルーチソ

96時間予報バ・ト・ピックモデルを走らせている．同時

に同じ初期値で，3層のパラメーター地衡風モデルを走

らせ，第3のルーチソとして24時間予報を出している．

なお今テストとしてそれに地表面（1，000mb）を加えた4

層の3・《ラメーター地衡風モデル（1，150格子点）を36時

間まで走らせ，実用に耐えられるかどうか調べている．現

在スウエーデソでは全体的に研究者の層が非常に薄く，

SMHIにはD66s以下6名，大学はBolin以下4名
で，開発が充分にできないと嘆じている．なおSMHI

の6名の中にはフィソラγドのS6dermanをも加えて

の話である．地衡風近似の傾圧モデルとして殆ど大差な

いルーチソを2っも3っも行なっているのは研究者の層

の薄さを語っているように私には思えた．

　フインラソドでは前述のS6derman以下3名の大学

研究者によつて1，080格子点のバ・ト・ピック予報を月

1回テストしている段階で，スウエーデソの指導の下に

これからやり出そうという所である．

　ノールウエイからは出席者がなかったのでよく分らな

いけれど，1966年初めから今までのバ・ト・ピック予報

の替りに，狭い範囲の2パラメーター地衡風モデルと3

層地衡風モデルとの2っを48時間まで走らせている．前
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者をルーチソとして流し，後者はテスト用として計算し

ているようである．予報結果はいくらか前者の方に安定

性があるらしい．

　英国では現在まだ正式にルーチンを行なっていない．

1964年8月にバ・ト・ピック予報のルーチソを中止して

から，計算機をかえると共にADP及び客観解析の開発

に取りかかった．約600地点の高層資料を完全に解読

し，北半球域の1，000mb，500mb，200mb及びh5－1。だ

けを解析する．米国流のcorrection手沙ミを採用しない

で，GilchristやBushbyの伝統の下に昔ながらのPo

lynomla1，パラメーターモデルの考へを貫いている．そ

のためか，それで共合が悪い所は他の手法の考えを入れ

て補足的修正を加えているけれど，そこの部分は多分に

故息的ですっきりはしていない．予報は3層の多パラメ

ーター準地衡風モデルであり，北半球全域の範囲で，5

日予報を目標としているらしい．海洋からの顕熱補給，

摩擦，それに山の影響は一応入れているが，潜熱は未だ

入っていない．Corby，Bull，Folder等が解析の中心を

なし，　Sawyer，Bushby，knighting等が予報モデルしrli

の指導をしているらしい．予報結果の検討によると24時

半球オクタゴナル域でのパ・ト・ピックモデルと9層の

バ・クリニックモデルとで，目下テスト段階である．計

算機はCDC3600，IBM7090でテストをしてい1たが，

CDC3800を1965年の秋に設置した筈．今年中にルーチ

ソが走ればよい方であろう．

　その他の欧州諸国の中で，数値予報の研究を始め，研

究者の養成を行ないつ㌧あるのは，仏，ベルギー，イタ

リヤ程度であり，オーストリア，デソマーク，ギリシ

ヤ，スペイソ等ではプ・グノを利用できたら使用したい

という程度で友）る．

　その他の地区ではカナダ，中国が注目すべき開発を行

なっている．オーストラリヤ，イスラエル，イソド等が

これからやり出そうという所であろう．

　パキスタソのカラチの予報業務を見学したのは昨年の

12月21日である．それまで2回訪れたのだが，今日は午

後1時になっているので遅いからもうだめだとか＊1），今

日は約束もなく許可も得ていないからだめだとか，全部

　　　　　　数値予報による手画きによる予想図相関係数
　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　r

　200mb

　500mb

1，000mb

　h5－10

　h2＿5

0．81

0．82

0．80

0．82

0．74

0．65

0．65

0．71

0．69

0．55

間の高度変化の相関係数は半年の平均で次のようにな

る．検討に使用した領域は計算した領域よりもはるかに

狭いけれど，この精度は世界最高といってよいと思う．

特に1，000mbでも0．80という高い水準を保持している

点は驚きである．しかしその原因はここで解析される

1，000mbが，上層から静圧仮定で推算されるものを主

として表現しているので，普通の地上天気図そのままと

はかなり違っている点にあるようにも思、う．

　西独では1960年の東京シソポジウムの際，プリミティ

ブ3層モデルを発表して話題となったが，それ以来ずっ

とプリミティブー途に開発を続けている．しかしここで

も研究者の少くない悩みがひどく，ADP，客観解析，予

報等すべてを少数の人々が全部やらねばならないため，

ルーチソはまだ実施していない．今計画しているのは北

薦、 麟鱒

寛真4．

＊1）役所は14時で終る．

パキスタン気象台の象報部の幹部

諸氏と作業室
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空振りに会ってしまった．当日は朝早く行ったのだが，

部長とか副部長とか課長とか，1人，1人許可を得るた

めに挨拶に廻り，それぞれで引留められて話をさせら

れ，こちらの望むことをして貰うまで，沢山の奉仕をし

なければならなかった．しかしそれは多かれ少なかれア

ジャ，中近東の国に共通した風習でもあるようだ．その

中では電子計算機掛Siddiqui氏が割合親切に案内する．

電子計算機はないのだが，導入準備のためにいる．数値

予報セミナーに出席を申込んでWMOから断られたと

いっていた．数値予報の芽はその程度だが，毎日1回予

報官が主観的（経験的）手法で24時間後の地上及び500

mbの予想図を画いている．そのプ・グノの可否に統計

的な算定はしていない．た穿経験的にこういう場合やあ

の場合はよくない等という程度である．Faxの装置が

、天気”13．8．
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1台1ケ月後に設置され，それで予報Regional　Center

としてOKだと自慢をしていた．っまりこのFax装置

で手画きのプ・グノを流すことができるからだという．

それにこの装置があれば，タシケソトや東京からのプ・

グノも取れるから，それでここのプ・・グノを修正して送

り出すこともできるという．他力本願がまだまだ残って

いるという感じである．電子計算機としてIBM1620

という小型機（1401程度）を入れたいのだというちよっ

と日本では想像もつかない．予報作業では赤道附近だか

ら流線解析が主である．高層解析も略日本と同じであ

る・面白いと思ったのはフ・ソトを殆ど画かない．雨期
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の天気図も見せて貰ったが，大まかに前線帯を引くだけ

で，日本や欧州のようにやたらとフ・ソトが多いことは

ない．説明を聞くと，印度洋の影響が強く，フ・ソトは

すぐ変質するということ，それに雨は大部分が対流性の

もので，フ・ソトを引いても何の役に立つのかというの

である．従って赤道前線帯だけが問題で，他の擾乱は寿

命が非常に短かく，連続性がないことを強調していた．

もう1つ面白く思ったのは長期予報のために両半球全域

を含む天気図を用いていて，日本で想像した以上に南北

両低緯度域のデーターが入っている点にあった．

理　事　会　便　り

第2回（第14期）常任理事会

日　時：昭和41年7月4日（月）15：00～19：30

場所：気象庁第3会議室
出席者：畠山，北岡，神山，大田，桜庭，三宅，小平，

　　　　吉野，朝倉，須田，根本．（順序不同）

議決
　1。評議員の選定

　定款第23条により評議員を新に選出して，新理事長か

ら委嘱する必要があり，理事による選挙によって選出す

ることになった．なお常任委員会としては下記9氏を候

補として推せんすることになった．

　荒川秀俊，倉石六郎，武田京一，仁科伸彦，和達清

夫，神原健，柴田淑次，中野猿人，吉武素二．（50音順）

　なお旧評議員および旧委員には感謝の手紙を理事長よ

り出す事になった．

　2．委員の選定

　定款第25条による委員にっいて，理事改選に伴って新

な委員を理事長が任命することになり，理事会として次

の各氏を選定した．なお天気編集委員にっいては，各管

区気象台の協力を願うことも多いので，理事長から各管

区台長によろしくお願いすることになった．

　各委員

庶　務：安藤隆夫，田代茂夫．

講演企画：丸山晴久，竹内清秀，河村武，関口理郎，菊

　　　　　地幸雄．

1996年8月

集

天

誌：竹内清秀，曲田光夫，嘉納宗靖，内田英治，

　　二宮洗三，斎藤直輔，藤原美幸．

気：河村武，岡本雅典，三崎方郎，内田英治，中

　　村繁，久保木光煕，他に1名未定．

　　地区編集委員

　　小野寺晶夫，吉田作松，安藤隆夫，山本主夫

　　今門宗夫．

国際交流：藤範晃雄，磯野良徳，穴戸信行，荒勝，荒井

　　　　　康，磯崎一郎，瀬下慶長，久保田効．

外国：竹内清秀．

気研ノート：篠原武次，土屋清，曲田光夫，善如寺信行

　　　　　村井潔三，根本修．

会　　計：鈴木徹，春田正男●

長期計画：未定

　なお，講演企画担当に朝倉理事を追加する．

　3．せん風について気象庁への回答について

　（経緯）気象庁では，業務上，発達した低気圧に対し

て特別な名称を付したいとのことで，気象学会に意見を

求めて来たので，さきに天気（本年2月号）に掲載し

て，広く各会員の意見を募っていた．これに対して会員

から何らの意見提出がないまま今日に至った．今般，気

象庁より催促があった・（決）これについて審議の結果，

次の理由により後記のとおり処置することになった．

　せん風は一般ではつむじ風と混同するおそれがある．
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